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京都市の市バス二重価格制実施を決断
京都市が市バス運賃の二重価格制を実施することを決
定した。市民の運賃を現行より値下げし、観光客の運賃
を引き上げる。京都市民の不満の多い市バスの値段を
二重価格にすることで、市民の不満をやわらげ、オー
バーツーリズム対策につなげることが目的だ。果たして
期待通りに運ぶだろうか。多くの課題がありそうだ。

＜解説＞京都市は、「市民」「市民以外」で料金を分ける
二重価格にして、「市民優先価格」を設ける。運賃が一

定の均一区間では、現行の230円を200円にする。そ
の一方で、観光客を含む「市民以外」では、350円～
400円前後に値上げする案を検討している。市民と市
民以外を識別するには、交通系ICカードなどにマイナ

ンバーカードを紐づける（リンクさす）方式を検討する。
もし、これが実現すればオーバーリズム対策として全
国初の二重価格制度となる。京都市民の値段を下げ
ることによる減収分は、京都市民以外からの増収分
でカバーし、それ以外の増収分はオーバーツーリズ
ム対策に充当するという構想だ。2027年度から導入

する方向で準備に入ることにしている。しかし、現実的
に考えると多くの課題も浮かんでくる。例えば、市外から
市内の医療機関に通院する人はどうなるのか。宇治市
に在住の人が、京大病院に通院する場合、京阪電車で
三条京阪まで来て、そこからバスに乗るだろう。あるい
は、京都市外に下宿し、京都市内の大学に通学する学
生はどうなるのか。定期券の値段は据え置きか。京都
市民以外というのが、全員観光客ではないはずで、この
あたりの割り切り方、方式をどうするのかなど、今後検

討課題は山積している。現在の敬老乗車証でも、わずかの
住所地の違いで、敬老乗車証が使える高齢者と使えない
高齢者が存在する。六地蔵あたりの京都市と宇治市の境
界線近くに住む高齢者同士で、乗車証の貸し借りがあると
も噂がある。二重価格制は一部の飲食店や観光地の乗り
物などでは実施されているが、都市部の公共交通で実施さ
れるとすれば初の試みだ。実際にこの二重価格で当初の
目論み通り、オーバーツーリズム対策になるのだろうか。
価格が上がったから乗客数が減ることにつながるか。そう
簡単に目論み通り実現するとも思えない。
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